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本日の内容

● GAFCHROMIC Film とは

● GAFCHROMIC Film の種類

● GAFCHROMIC Film の特性

● 推奨される使用方法
● スキャンについて
● ラテラル補正について
● まとめ



  

GAFCHROMIC Film とは

一般にはラジオクロミックフィルムと言われ、相対す
るフィルムにラジオグラフィックフィルムがあります。
両者の最大の相違は現像処理の要不要でラジオク
ロミックフィルムでは不要で、ラジオグラフィックフィル
ムでは必要になります。
ラジオクロミックは水中使用や明室処理が可能で暗
室は不要です。
また、方向依存性等があり取り扱いには注意が必要
です。
組成に銀などの高原子番号物質を含んでいない為、
一般ゴミとして処分できます。



  

GAFCHROMIC EBT3



  

GAFCHROMIC 波長特性

● Color=Signal(C)*Noise

●

● Red÷Blue ＝
 Signal(R) * Noise 
  Signal(B) * Noise 



  

GAFCHROMIC 特徴

項目 分類 コメント

現像処理 不要

Ag+の含有 無し この相違により、エネル
ギー依存性が小さい

明室作業 可能 但し、僅かに紫外線で感光
します。明室での長期放置
は被りとなる可能性あり

水中利用 可 長時間は不可

方向依存性 スキャン時方向依存性有 向きを統一する事で回避

照射後変化 有り 数時間後のスキャンを推奨

モアレ対策 有り コーティング表面に加工を
施しモアレの発生が抑えら
ています



  

GAFCHROMIC Film の種類

● 治療向け

– EBT3 ：約２０ｘ２５ｃｍ、 0.1cGy ～ 10Gy
● サイズ違い： EBT3-1417 ：約３３ｘ４３ｃｍ

– EBT-XD ：約２０ｘ２５ｃｍ、 0.4cGy ～ 40Gy
– MD-V3 ：約１２ｘ１２ｃｍ、１～１００ Gy
– HD-V2 ：約２０ｘ２５ｃｍ、 10 ～ 1000Gy
– RTQA2-1010 ：約２５ｘ２５ｃｍ、 0.02cGy ～ 8Gy

● サイズ違い：RTQA2-1417 、RTQA2-111

– CyberKnife 向けカット済み各種

● Ballcube I, Ballcube II, AQA, Mini 
Ballcube, XLT （全て EBT3 ）



  

GAFCHROMIC Film の種類

● 診断向け

– XR-QA2 ：診断一般、約 25 ｘ 30cm 、

● サイズ違い： XR-QA2-810 ：約２０ｘ２５ｃｍ、

– XR-CT2 ： CT 用（スケール入り）

– XR-M2 ： Mammo 用

– XT-RV3 ： IVR 被ばく線量等、約３３ｘ４３ cm



  

お手元に届いたら

● お手元に届きましたら、直ぐに
開封頂き状態をご確認下さい

● 製品に異常が無い事を確認して
下さい。特に、もしシート上の斑
点や色抜けが見つかりました
ら、ご一報下さい

● 温度経歴検知フィルムが同梱さ
れています。変色している場合
なども、ご連絡下さい

● なお、予告なくフィルムの色味
が変わっている事があります（こ
れまでに２度）。製造元では製
造工程や原料などに変更はな
いと言う事で、また、原則的に
LOT毎でキャリブレーションさ
れるので色味の変化は運用上
問題はございません



  

スキャン時方向依存性の回避の為に

● ご購入後、最初に開封した時
に、全てのシートの片隅に印
（マーク）を打ちます

● スキャナーの側でもマークを合
わせる向きを決めておきます

● スキャンの際、各シートをガラ
ス面に置く場合は決めた向き
に合わせる事を忘れずに



  

裁断して使用される場合

● 予め切り取り線を引き、開封
時のマーク（本例では　）に
合わせて各裁断小片全ての
片隅に、裁断前に、マークを
付けます。

● その後、裁断します。

● スキャン時は各小片のマー
クの向きを揃えてスキャンし
ます。これで、元の向きは再
現されます。

● マークや切り取り線は、当
然、解析の障害になります。
スキャン範囲から外すかス
キャン後トリミングします



  

裁断について

● カッター（ローラーカッター
含）は裁断面で剥離を生じや
すい

● 片面側からのみ圧力が掛か
る為、張り合わせに反りが生
じ剥離につながる

● はさみは上下から圧力が掛
かる為、反り難くいですが、
場合によっては剥離します



  

スキャン時の方向依存性



  

方向依存性
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● 方向依存性は一連のデータ
中に混在する場合に最も顕
著に影響します

● 向きを統一しスキャンし正規
化すると傾向は一致します

● 特性曲線取得時に混在させ
る等の場合を除き、相対比
較においては、方向依存性
は影響しない事を意味しま
す



  

Post exposure change ( 照射後変化 ) と自己変化 

● 曝射終了後の経過時間に
寄って濃度が変化すること
が知られています

● 時間を経る毎に変化は減少
するため、半日以上経過す
ると安定しています

● 他方、照射に関係なく長期
的に濃度が変化することも
知られています



  

特性曲線に影響を与える要因
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● GAFCHROMIC フィルム
は適切な条件下で保管して
いても、その濃度が経時的
に僅かに変化します

● 短期的には無視できます
が、長期的には影響を及ぼ
し、作成した特性曲線が現
在の状態と少しずつ相違が
出てきます

● この為、特性曲線作成当初
はよく一致していた線量分布
が、経時的に正規化後も合
わない様になります

● 特性曲線の再取得で改善出
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特性曲線取得の誤差要因の排除

● 固体ファントムを利用した
場合の誤差要因にある
フィルム固体ファントム圧
着性の問題と固体ファント
ムのスケーリングの問題
があります

● GAFCHROMIC の耐水
性を生かして水ファントム
中での特性曲線取得を考
えると、前述の二つの問
題は排除されます。
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水中での特性曲線取得（続き）

● 照射野にブロックが掛からな
い様にブロック間は内々で照
射野以上空けます

● 照射野は簡便の
為、 10x10cm を推奨しま
すが、 10x10cm以外も
OPF を正しく考慮することで
利用可能です

● 鉛ブロックを使用される場合
には水槽の損傷破損には十
分配慮して下さい

Field:10 cm

ブロック内々 11 cm強

EBT3:12 ～ 13cm
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ラテラル依存性

スキャン方向

EBT3 と Flat Bed スキャナー
とで、スキャン方向に対し直交方
向に中心位置からの距離と線量
の両方に応じた依存性がみられ
る事
距離と線量の二変数に依存して
いる為、ファクター等では補正は
十分ではありません。
中心からの距離に依存している
為、スキャン対象が中心付近に
配置されている場合には影響は
小さい。
照射された線量に依存している
ので、中心から距離があっても照
射野辺縁外であれば影響は小さ
い。

照射野が大きい場合、中心から
遠い領域でも高い線量が照射さ
れていて、影響が考えられ。ま
た、距離もある為、影響は大き
い。
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Ashland 社「 FilmQA Pro 2017 」
近日リリース予定！

• UI がよりシンプルに！

• トリプルチャネルは健在！

• ラテラルエフェクトの補正
機能が追加！



  

ラテラル依存性
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ラテラル距離

一般向けに ImageJ のマク
ロとユーティリティ・ソフトで構
成された無償のラテラル補
正ツール（マニュアル付）を
用意しています。

DD-Systemユーザー向
けにはアプリケーション化さ

れた”R-Scan_2D”及び
スキャン方向依存性を含め

た 3D 補正が可能な”R-
Scan_3D” を用意していま
す。（有償）

ImageJマクロ・ツールを

DDユーザーでご利用頂く
事も可能です。



  

まとめ

● 従来のラジオグラフィックフォルムと比べて取り扱
いの面（現像が不要等）で大きく改善しています

● しかしながら、方向依存性（スキャン時）や長期的
な自己変化など特有の特性があります

● これら特性に留意し運用する事で従来に匹敵する
様な精度良い結果が得られると思います。

● 特性を正しく把握し安全な運用を心がけましょう



  

アールテック有限会社
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